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医薬 食品 局総務 課医薬 品副 作用被 害対 策室.

室 長:横 幕(内 線)2716

室 長補倥:坪 井 「(内 線)423『0

※耕 につ いて は当面 の臥 儲 課 にお いで .
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厚生労働大臣談話

本 日、大 阪地方裁判 所 に おいて、イ'レッサ訴 訟 に関 し、国勝訴

の判決があ りました。現 時点で ば、・判決 の具体 的内容 を十分把握

していませんが ～国の主張が認 め られ た もの と考 えています 。

去 る1月28日 に申 し上 げた とお り、国 と しては、今 回の事案

に学び、今最 も必要 な ことは、 医療 ・医薬品 行政全体の さ らなる

向上で あると考 えています 。がん難民 とい った問題が指摘 され る

ことの ない社会 を目指すべ く、 ま孝 、がん と闘 う患者の方々の立

場 に立 って施策 を実施すべ く、全 力を挙 げて取 り組みます。・

とりわけ、現 実にイ レッサを投与され、副作用により亡 くなら

れた患者やご運族の無念ざを、どう受け止めるべきか。この課題
'に真摯に向き合い

い医薬品によ'る重大な副作用被害の発生をでき

る限 り防止 しつつ、患者の方々の理解 を得 なが ら医薬品が使用さ

れ るよ うにす べ く、、来 月か ら、厚生科学 審議会の場 で、薬事制度

の改正 に向 けた議論 を進め 、速やかな結 論 を 目指 します 。',

また同時 に、イ ンフオーム ド ・コンセ ン トの御底な どヤ,がん 医

療体制の更 な る整備 を推進 します 。抗がん剤副作用死救済制度 に

関す る検討 も、本格化 させ ます∴

こうした政策課題への多岐に渡る取 り絹みについ七は、追って

具体的に全体像をお示 しいたします。

本 日の判決 を機 に、国 と しては、全てのがん患者 の芳 々のため、'

そ して医療 ・医薬品行政全体の 向上のため 、 こう した努 力 を重ね

てゆ くことを、あ らためて 国民 の皆様 にお約束 し～た します 。,


